
ニューヨークＪＦＫ空港、ラガーディア空港、ニ
ューアーク・リバティー空港およびティーターボ
ロー空港において自動フライト・トラッキングお
よび料金請求業務ソリューションとしてＥｒａ
が選定される。
バージニア州、アレキサンドリア－２００６年１２月１９日
ニューヨーク＆ニュージャージー・ポートーオーソリティー（ＰＡＮＹＮＪ）
は、航空機識別およびフライト・トラッキング、そして料金請求業務の二つ
の革新的なプロジェクトとしてＥｒａを契約者として選定した。Ｅｒａは

「AirScene空港管理システム」と「Ｅｒａ ＭＳＳ（Multisensor Surveillance 
System－マルチセンサー監視システム）フライト・トラッキング技術」を基に
したソリューションを提供することになった。

ＥｒａはニューヨークＪＦＫ空港、ラガーディア空港、ニューアーク・リバテ
ィー空港およびティーターボロー空港周辺にフライト・トラッキング・センサ
ー・ＭＳＳネットワークを展開する予定である。ＭＳＳはエクステンデッドＡ
ＤＳ（ＡＤＳ－Ｘ）を基本とし、ＡＤＳ－Ｂとマルチラテレーションを含む各
種技術を統合して航空機の極めて正確なトラッキングを行うことができる。
ＡＤＳ－Ｘ方式で、ポート・オーソリティーは、ＦＡＡの次世代トラッキング・
システムとコンパティブルな先端技術を用いたフライト・トラッキング・シス
テムを展開することができる。

ポートオーソリティーのプロジェクトは二つあるが、同じＭＳＳセンサー・イン
フラを用いて、異なる用途にAirSceneデータを利用することになる。一つめの
プロジェクトは、現行のCATER（Collection and Analysis of Terminal Records－タ
ーミナル記録の収集と分析）システムをＥｒａが持つフライト・トラッキング技
術およびデータ技術を基盤とする自動システムに更新することである。現行の
ＣＡＴＥＲシステムは、手動で得たデータに大きく依存している。ポート・オー
ソリティーの目標は、自動システムを用いてデータ収集を自動化することで、デ
ータの精度と適時性を向上させることである。このシステムはエレクトロニック
ＣＡＴＥＲシステム（Ｅ－ＣＡＴＥＲ）と呼ばれ、ポート・オーソリティーにデ
ータ取得スピードと正確性において大幅な改善をもたらすデータ収集システ
ムを提供することになる。

もう一つのプロジェクトは、ポート・オーソリティーの IAB (Itinerant Aircraft 
Billing) 航空機料金徴収システム）のオートメーション化である。現在のシステ
ムは、ポート・オーソリティーの年間およそ２億５，０００万ドルの料金徴収
管理を行うため、報告のないエアラインからの大量のオペレーション・デー
タを集め処理している。

他のほとんどの大空港のように、ポート・オーソリティーは航空機運航者に各
種のサービス料金を請求しているが、その中には着陸、駐機、メンテナンス、
ランプおよびその他施設利用料金が含まれている。ほとんどの空港はユーザ
ー料金の正確な請求を行うため苦労している。このポート・オーソリティーの
場合、貨物、商用、チャーター、一般航空（ＧＡ）が二つの州にまたがる４つの
大空港にわたっていることと、その運航回数が多いことで、ますます困難なも
のとなっている。ＰＡＮＹＮＪオーソリティの管理する４空港は、合計で年
間運航回数１４０万回以上、航空機乗客９，４００万人以上を扱い、Ｅｒａ
が提供するシステムは世界で最も大きな空港システムの一つになる。
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